
いま、子どもをめぐる痛ましい事件が続いていま

す。また、大人によるルールやマナー違反などモラ

ルの低さも指摘されています。しかし、このような

状況を嘆くばかりでなく、まず私たち一人ひとりが

できることからアクションを起こしていくべきでは

ないかとの思いから、大阪府では昨年度設置した

「『こころの再生』を考える有識者懇話会」からの提

言などを踏まえ、本年４月に、「『こころの再生』府

民運動」をスタートさせました。

《「こころの再生」を考える有識者懇話会委員》

・上田　正昭　　大阪府立中央図書館名誉館長、京

都大学名誉教授

・宮原　秀夫　　大阪大学総長

・桂　　三枝　　社団法人　上方落語協会会長

・井村　雅代　　井村シンクロナイズドスイミング

クラブ代表、大阪府教育委員

・吉永みち子　　ノンフィクション作家

大人も子どもも今一度、「生命を大切にする」「思

いやる」「感謝する」「努力する」「ルールやマナーを

守る」など、忘れてはならない大切なことを見つめ

なおし、一人ひとりが毎日の暮らしの中でできるこ

とからはじめようという運動です。

このシンボルマークは、府民運動の「あい（愛）言

葉」である、「ほめる、笑う、しかる」をモチーフに

し、桂三枝さん、井村雅代さん、知事の３人に書いて

いただいたハートマークをデザイン化したものです。

また、府民の皆さんにこの運動に親しんでいただく

ための「愛称」を募集しました。その結果、吹田市の

小学校５年生の女の子の作品、「大阪あったかプロジ

ェクト」に決定し、シンボルマークのロゴとして加え

ました。大阪の人達の心がみんなやさしいあたたかな

心になるように、という想いが込められた愛称です。

＜小中学校での取組～こころの苗木～＞

「こころの再生」府民運動のシンボルツリーとし

て「こころの苗木（ドングリの苗木）」を、府内全小

中学校を対象に植樹を行っています。

苗木の育成を通じて、子どもたちが「生命の大切

さ」や「夢や希望に向かって全力で取り組む」こと

の素晴らしさを実感してもらいたいと考えています。

平成１８年度からの３年間で府内すべての小中学校

に苗木とプレートを配付していきます。

「こころの再生」に関連する取組

運動の概要取組の背景
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ってます！ ま ち づ く り  

「こころの再生」府民運動
～大阪あったかプロジェクト～

大 阪 府

大阪「こころの再生」あい言葉

「こころの再生」。
それは、よりよく生きようと努力する、
大阪人の誇りと気概を取り戻すこと。
生命は大切なもの。
よりよく生きる基礎となるもの。
今一度、皆で、そのことを確認しよう。
今こそ、大人が
子どもの育ちに向き合おう。
子どもの話をじっくり聞こう。
大人も子どもも、本音で語り、
本気でぶつかっていこう。
本気で、本物をめざそう。
「ええもんはええ。」
「あかんもんはあかん。」
ユーモアを忘れずに。
「ほめる、笑う、叱る」を愛言葉に。
〈平成１８年１月「『こころの再生』を考える有識者懇話会」策定〉

《シンボルマーク》
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＜府立学校での取組＞

府立学校でも様々な「こころ」を育む取組が行わ

れています。

その一部を紹介します。

◆府立吹田高等学校での取組

吹田高校では、年間３回程度、クリーンキャンペ

ーンを実施しています。

年間、延べ６５０名の生徒が参加して、学校を中心

に吹田駅、岸辺駅方面までの広いエリアの清掃活動

を行っています。

また、豊かなこころを育成するため、生徒が作っ

たフラワーポットを学校の正門前に設置し、道行く

人々を楽しませています。

◆府立泉陽高等学校での取組

泉陽高校では、自分たちが歩く通学路に感謝の気

持ちを込めて、道路の緑化や清掃活動などを行って

います。

＜地域での取組＞

府内の各地域では、全中学校区で設置されている

「地域教育協議会（すこやかネット）」を通じた取組

の輪が広がっています。

＜府民運動の広報活動＞

◆「こころの再生」百人衆

大阪・関西にゆかりのある著名人１００人に、「ここ

ろの再生」に関連するテーマ（「生命の大切さ」「本

気」「本音」「子どもと向き合う」等）について、大

人、青少年などへの熱いメッセージを寄せていただ

き、随時、ホームページに掲載しています。

現在、桂三枝さん、梨田昌孝さん（プロ野球解説

者）、吉永みち子さん（作家）、井田由美さん（キャ

スター）、大畑大介さん（ラグビー）、徳山昌守さん

（ボクシング）などのメッセージを掲載しています。

◆こころのサポーター

「こころの再生」府民運動を皆さんと一緒につく

っていくにあたり、「こころの再生」宣言に示された

７つの取組を実践いただける方々を募集しています。

まだ、スタートしたばかりの運動ですが、府民の皆

さんに親しまれ、一人ひとりの行動につながっていく

よう、様々な取組を行っていきたいと考えています。

今後ともご理解・ご協力よろしくお願い致します。

「こころの再生」府民運動ホームページ

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｐｒｅｆ.ｏｓａｋａ.ｊｐ/ｋｙｏｉｓｏｍｕ/ｋｏｋｏｒｏ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ
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・「あかんもんはあかん」と、はっきり叱ろう

・「ええことはええ」と、はっきりほめよう

・「おかげさんで」を大切にしよう

・「あいさつ」をもっと大切にしよう

・「ユーモア」を大切にしよう

・子どもの話をじっくり聞こう

・地域にどんどん出て行こう

富田林市立小金台小学校での植樹の様子

吹田高等学校での清掃活動の様子

泉陽高等学校での緑化活動の様子

「こころの再生」府民運動７つの取組

田尻町立中学校区での「親子のきずなお料理教室」の様子

大阪府教育委員会事務局総務企画課教育政策グループ（問い合わせ：０６－６９４１－０３５１（内線５４６９））
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